
 

様式第９ 

 

議 事 録 

会 議 名 令和８年第１回常滑警察署協議会（定例会） 

日時・場所 令和８年３月３日（火）午後３時 30分から午後５時までの間 

常滑警察署 講堂 

 

 

 

 

 

 

 

出 席 者 

 

１ 委員 ８名（定数８名） 

  北川 徳彦会長  市田 千文副会長  中村 翔太委員 

  竹内 稔晃委員   正福寺 江美子委員  近藤 正信委員 

  平田 和寛委員  水谷 恵梨委員 

 

 

 

２ 警察署員 ８名 

  横川署長    島崎副署長    三宅警務課長 

  明壁会計課長  藤田生活安全課長 廣岡地域課長 

  林刑事課長   塚本交通課長    

３ 有識者等 

  なし 

１ 委嘱状の交付 

  署長から再任及び新規委員に対して公安委員会からの委嘱状を交付した。 

２ 会長及び副会長の選出等 

  委員の互選により、北川委員を会長に選出し、会長は、市田委員を副会長に

指名した。 

３ 会長挨拶 

４ 署長挨拶 

５ 報告内容 

(1) 管内の治安情勢 

(2) 前回の意見・要望に対する具体的な施策の推進状況 

ア 前回の協議事項 

  運転者向け交通事故抑止対策 

イ 前回の意見・要望 

   ・ 商業施設等における広報啓発活動の推進及び事業所等で車の機能を含 

めた交通安全教育の開催 

・ 交通指導取締等、速度抑制による被害軽減対策 

ウ 施策推進状況 

・  管内の大型商業施設において、交通関係団体と連携して交通安全移動



 

様式第９（続紙） 

 

基地を開催し、各種交通啓発活動を実施した。 

・ 管内の大手自動車販売店と連携し、実車を使用した自動ブレーキの体

験や、交通安全診断等を実施した。 

・ 生活道路の交通事故を防止するため、管内の企業に対して交通講話を

実施した。 

・ 被害軽減対策として、重点路線及び交通事故の多い学区において、速

度違反取締装置を活用した速度取締活動を行い、通行車両の速度抑制に

取り組んだ。 

６ 協議事項 

  警察署運営にあたり常滑警察署に望むこと 

７ 発言の要旨 

・ 金融機関には、多くの詐欺被害の事後報告がある。詐欺は一人の時に騙さ

れやすいので、相談に乗ってあげてほしい。 

・ 常滑市は、都市部と比較して高齢者の危険運転が目立つと思う。高齢者に

対する対策に取り組んでほしい。 

・ 特殊詐欺の相談を気軽にできる環境を整えてほしい。 

・ ＳＮＳの犯罪が多いことが親として心配である。若年層の子供たちに対す

る啓蒙活動をしっかり行えば、抑止につながると思う。 

・ 人に迷惑をかける交通違反の取り締まりを強化してほしい。 

 ・ 警察署へ相談に行くのはハードルが高いので、交番所や駐在所に気軽に相

談できるようにしてほしい。 

８ 意見・要望 

 ・ 様々なツールを活用し、積極的な犯罪情報の発信に努めてほしい。 

・  特殊詐欺被害防止の継続・強化に努めてほしい。 

・  地域に根差した交通安全対策の推進に努めてほしい。 

９ その他 

次回開催予定 

令和８年６月上旬ころ 

 

備考 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 


